
氏名 東　野　治　之

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

単著､
共著
の別

単著 ７～８世紀の古写経の書風
を出土木簡と比較し、その
文化史的意義を論じた。

単著 空海の入唐時点における資
格が、当初薬生という研修
生だったことを論じた。

単著 中国古代における厭勝銭の
資料を集め、それを用いて
富本銭の性格を考察した。

単著 　村史の一環として、仏教
公伝から皇極朝までの政治
過程と文化の様相を論じ
た。単著 　日本古代の壁画古墳古墳
を、中国・朝鮮の例と比較
し、その特異性を明らかに
した。

単著 空海がどのようにして渡唐
したかを、一般向けに執筆
した。

著書､学術論文等の名
称

2　空海の入唐資格と
   末期の遣唐使

3　古代東アジアに
   おける通貨模造品
「厭勝銭」研究序
説

最終学歴

日本古代文化史

所属学会

現在の専門分野

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
称

発行又は
発表の年月

史学会　　木簡学会　　美術史学会　　和漢比較文学会　　続日本紀研究会
大阪歴史学会　　万葉学会　　東方学会　　日本医史学会

研究課題 木簡・金石文等の古代文字史料　　東アジア交流史

大阪市立大学大学院　文学研究科　修士課程　修了

東京大学博士（文学）（論文博第11206号）

平　成　１8　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

5 壁画古墳の文化史
的
　考察

（その他）

1 空海と遣唐使

（学術論文）

1　書風からみた古代
   の写経

4 飛鳥時代のはじま
り

東京国立博物館客員研究員   奈良県立橿原考古学研究所指導研究員   奈良県文化財保護審
議会委員
大阪市文化財保護審議会委員   (財)山口文化会館 滴翠美術館館長

通信教育部部長   ネットワーク委員会委員   図書館委員会委員

概　　　　　　　要

続明日香村史 上
古代史編

仏教芸術290号

平成18年3月

平成18年3月

平成18年3月

平成18年9月

高野山大学選書5 現
代に生きる空海

平成18年12月

平成19年1月

仏教美術研究上野記
念財団助成研究会報
告書第33冊 研究発
表と座談会 天平写
経とその周辺

文化財学報23・24集

東アジアにおける自
然の模倣（造り物）
に
関する研究


